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P −499　胎盤栄養膜細胞の ア ポ トーシス 及び 増殖能 と母体年齢の 関係
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【目的】高齢母体 は胎盤機能に 関連 し様々 な 問題 の リ ス ク フ ァ ク ターと な る．今 回，満期胎盤 栄養膜細胞 の ア ポ トーシ ス 及び

増殖能 に対 す る母 体年齢 に よる 影響を解析 した．
【方法】全例 患者承諾 を得 た 上で，様 々 な母 体年齢 の 正 常経 腟 分 娩 に よ り得 られ た 満期胎盤 を ホ ル マ リ ン 間定 した後パ ラフ ィ
ン 連続切片を作製 し，TUNEL 法及び 免疫染色法 に よ り光学顕微鏡 にて 絨毛栄養膜細胞 の ア ポ トーシス 及び 増殖能（Ki・67抗体
を用 い て 解析）を検索，Spearman’scorrelation 　coefacient に て 統計学 的 に解 析 した．
【成績】TUNEL 陽性 細胞領域 は ク ラ ス タ

ーとなっ た栄養膜細胞 に多 く認め られ，また その 領域は連続切片にて bcl・2陰性 で あ
る こ とを確 認 しそ れ を 除 く栄養膜細胞領域 で 強 陽性 で あ っ た．こ れ を基 に ア ポ トーシ ス 頻度 を カ ウ ン トした．母体 の 加齢 と共
に絨毛栄養膜細胞 の ア ポ ト

ー
シ ス 頻度は減少 し逆 相関が 認め られた （P〈 O．OOOI）．逆に 母体の 加齢 と共 に 同細胞の 増殖細胞 の

頻度 は増加し．正相関が見 られ た　（P＜ O．OO1）．
【結論】

一
般的 に 母体の 加齢 に よ り胎児胎盤 の 置かれる環境 は悪化する と思 わ れる．妊娠中毒症など妊娠中 に問 題 が あ っ た場

合 ， 胎盤絨毛栄養膜細胞 に ア ポ ト
ー

シ ス は増 加 す る とす る報 告 は多い ．本研究 に お い て サ ン プ ル さ れ た胎盤は，母体妊娠経過
中問題 な く正 常経腟分娩 に よ り得 ら れ ， ま た 出生 児 も2500g か ら3000g の 異常の な い 症 例 に 限 っ た もの で あ る．得られたデ

ー
タは，母体 の 加齢 に よ る影響 を胎盤が代償す る こ と を示唆す る．母体の 加 齢 とい う要 素 だ けで なく他 の 母体に よ る負 の 影響
を

， 胎盤 は代償的 に機能 し胎児の 環境 の ホ メ オ ス タ シ ス に 貢献 して い る と推測で きる，

P −500 　電位依存性 カル シ ウム チ ャ ネ ル （α IE チ ャ ネル ） は マ ウ ス 精子 の 運 動パ ター
ン に 関与す る
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【目的】電位依存性 Ca’＋
チ ャ ネル は 精予へ の 重要な Ca2斗流入 路 で，そ の 主 要な構成成分で あ る α ，subunit は 今まで に 10種類 ク

ロ ーニ ン グ され て い る．精子 ・精母細胞 にお け る αヱE の mRNA と蛋白の 発現が 報告 され ，
　crlE チ ャ ネル が精子機能に重要な役

割 を果た す こ とが推測され て きた．α 1E ノ ッ ク ア ウ トマ ウ ス （以 下 K．0．） を用 い た解析で ，精母細胞 の CaZ’nt流 に α 1， チ ャ
ネ ル が 明 らか な 関与 を して い な い こ とが既 に 明らか で あるが ， 今回 ， 運動能自動解析装置 （CASA ）を用 い て解析 を行 い ，精
子運動性 に α IE チ ャ ネ ル が 関与して い る か否か を検討 した．
【方 法】8〜20週 令雄マ ウ ス （C57BL ／6J／129／Sv）の 精巣一L体を摘出し，精子を培養液中 （HS　medium ）へ 採取，　 CASA で 運

動性 を測定，K ．　O．と野 生型マ ウ ス （以 下 W ．　T ．） の 間で 比較検 討 した．パ ラ メ
ーターと して ，　 VSL ，　VAP ，　VCL ↓ IN，　STR，

ALH ．　BCF を用 い た．
【成績】1）K．O は W ．　T．に比 し運動速度が速 い 傾向に あ り，な か で もVSL が 有意 な差 を示 した （K ．0 ：80．8± 2．7μm ／s，　W ．
T ．：72．7± 1．8μm ／s，p ＝O．　026 ）．2）K ．　O は W ．　T．に比 し直線性が高い 傾向に あ り，

　LIN が有意な高値 を示 した （K．0 ：35．1
± LO％，　Vl

厂．　T ．：32．3± O．8％ ；p
臨0．045 ）t

【結論】マ ウ ス 精子 の 運 動性 に α1ECat
＋
チ ャ ネル が関与 して い る こ とが 証明 され，こ の 運動性 の 変化 の 生理 学的 な意 義が 示唆さ

れた．

P −501　progesterone は T 型 Ca イオ ン チ ャ ン ネル を介して マ ウ ス 精子の 受精能獲得 を促進す る
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【目的】progesterone （以 ドP）が マ ウス 精子の 受精能獲得を促進す るか 否か，ま た そ の 作用機序を検 討 した．
【方法】8 − 14週齢の ICR マ ウス の 精巣上体精子か ら得 た運動良好精予を実験 に供 し，培養液 に は3mg／rnl　BSA 添加 HTF を使
用 した．ユ）1μg／ml の P を含 む培養液中で30，　6e，120，180分 間培養 した 後，　CTC 染色 を 行い 受精能獲得 した 精子（B パ ターン ）
の 頻 度 を検 討 した．2）（1）Ca 除去 HTF

， （2）T 型 Ca2＋チ ャ ン ネル 阻害剤で あ る NiCl，lmM を添加 した HTF ，（3＞チ ロ シ ン キ
ナーゼ 阻 害剤で ある genistein（G）100mM を 添加 した HTF で 精子を P 存在 下 また は 非存在下で 60分間培養 し た後 ，

　 B パ ター
ン 精

．
子 の 頻度を比較 した．

【成績】1）P の 添加 に よ り B パ ターン を示す精子 の 割合 が有意に 増加 した （23．2 ± 6．2％ vs13 ．2 ± 4．2％ ，
　 pく 0．01）．2）細胞外

Ca2＋の 除 去 や NiCl2の 添 加 は P で 誘発 さ れ る 受精能獲得を有意 に 阻害 した．（（1）18．3圭 3．5％ vs 　8．5 ± 2．5％，　 p〈 0．05，（2）20，0
± 3．8％ vs 　6．O± 　o

「　．2％，　 p く O．01）．　 G は P で 誘発 さ れ る受精能 獲得 を 阻害 した （（3）20．O± 3．8％ vs 　11．6　± 2．4％，　 p ＜ 0．Ol）
【結論】P はマ ウ ス 精子の 受精能獲得 を促 進 し， こ の 機 序 に は Ca2＋in且ux 及 び チ ロ シ ン の リ ン 酸化が必要で あ る こ とを明 らか
に した．
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